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SY2025 £ A& B LU £ SR Full time School and Kindergarten

EEST]
Tuition
=3 EINAY FHI#LLY/ By Term A#11[E
Annual 48/Apr. 9 B/Sep. 1 BA/Jan. | Monthlyx11
SHHEER 1 F/1st child $ 6,815 $ 2,560 $ 2,560 $1,920 $ 655
K4-K5 2 F~/2nd child | S 6,645 $ 2,490 $ 2,490 $1,870 $ 640
N 1 F/1st child $ 6,630 § 2,485 § 2,485 $1,865 § 635
1st6th 2 F~/2nd child | § 6,460 $2,425 § 2,425 $1,820 $ 620
iy 1 F/1st child $ 6,630 $ 2,485 § 2,485 $ 1,865 $ 635
7th-9th 2 F~/2nd child | $ 6,460 $2,425 §2,425 $1,820 $ 620
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	在外教育施設　グアム国際日本人学校　校則
	第一章　総　則
	第　１条　本校はグアム国際日本人学校・英語名:Japanese International Academy of Guam(JIAG)以 下「学校」という）と称する。
	第　２条　学校はグアム日本人会より委嘱されたグアム国際日本人学校理事会及び校長を中心とした教職員で構成され、両者を中心に運営される。また、在籍児童・生徒・園児の保護者による協力のもと、運営基盤強化に取り組む。
	第　３条　学校は主として在グアム児童・生徒を対象とし、日本国文部科学省の定める小・中学校学習指導要領に基づいた教育並びにその基盤となる幼児教育を施すことを目的とする。
	第　４条　学校には小学部･中学部及び幼稚部を置き、修業年限は小学部６年、中学部３年、幼稚部２年とする。
	第　５条　学校の児童･生徒･園児の定員は別に定める。
	第　６条　学校の教職員は日本国文部科学大臣の委嘱する派遣教員（校長･教頭・教諭）並びに理事会が任命するプレジデント・現地採用教員（園長・教諭・講師・事務職員）その他の教職員とする。
	第　７条　教職員の職務については日本国学校教育法その他の法令を準用する他、別に定める服務規程による。
	第二章　教　育　課　程
	第　８条　学校は小学部・中学部においては日本国文部科学省の定める学習指導要領に基づき、幼稚部においては幼稚園教育要領に準じ、アメリカ合衆国・グアムの特色を十分に生かした教育課程を編成する。
	第　９条　学校は教科、授業日数、授業時数を定め理事会に届け出るものとする。また、非常事態の発生等で所定の授業が対面で実施できない場合や、今後の教育の多様性に鑑み、オンライン授業（学習）等を取入れ、教室で行う授業との相乗効果を図りながら、教育課程全体を見渡した諸計画の再編成に努める。
	第三章　学年・学期及び休業日
	第１０条　学年は　４月　１日に始まり、翌年　３月３１日に終わる。
	第１１条　学年を次の３学期に分ける。
	第１学期　　　４月　１日　～　　７月　３１日
	第２学期　　　８月　１日　～　１２月　３１日
	第３学期　　　１月　１日　～　　３月　３１日
	第１２条　学校休業日は次の通りとする。
	１　土曜日、日曜日
	２　１学期末　～　２学期始休業日
	３　２学期末　～　３学期始休業日
	４　　学年末　～　学年始休業日
	５　上記学校休業日の他、アメリカ合衆国、グアム政府の定める祝祭日、日本の国民の祝日・創立記念日の内から１０日間を学校休業日に当てる。
	６　午前７時現在、台風､トロピカルストームを問わずコンディション２となった時は､グアム政府の通達に従い、休校とする。また、原則としてグアム政府の通達に従うが、危険が伴うと思われる時は学校独自の判断で休校通知を学校Eメールおよび学校ホームページにて保護者に通知する。コンディション4となった後、学校の被害状況等を確認し、学校を再開する日時をメールおよび学校ホームページにて保護者に通知する。
	但し、２，３，４の学校休業日については別に定める。
	第１３条　前条の定めに関わらず必要のあるときは、校長は理事会の承認を得て休日に授業を行い、また臨時に休業することができる。
	但し、緊急の要ある場合は校長が決定し、事後理事会に報告する。
	第四章　入学・編入学・進級・退学
	第１４条　入学及び編入学を希望する児童生徒とその保護者は校長との面接の上、以下の項目を勘案して校長が児童生徒の入学の許可を判断する。
	１　入学者のグアムでの長期在留許可の保有が必要条件であり、その条件を満たす書類（パスポー
	ト、ビザ、その他）のコピーの提出を入学時、進学時、及び書類の更新の都度に義務づける。
	２　グアムの法令に基づき、入学時・編入学時・進級時・及び更新の都度、予防接種記録カー
	ドのコピーの提出を義務づける。
	３　入学、編入、進級に際しては、児童生徒の当該学年の履修に十分な日本語能力の確認の為に国語テ
	ストと面接を行い、日本語能力が不足していると校長が判断した時は、入学、編入、進学を許可し
	ない事がある。
	４　児童生徒の体験入学期間は、６月からの４週間とする。
	５　児童生徒の幼稚部入園に関しては原則として小学部に入学を前提条件とする。
	６　保護者は第二章記載の教育課程を了承する。
	7　 保護者とその児童生徒は本校則を遵守することを誓約する。
	８　保護者はＰＴＡ活動に協力する。
	９　学校運営においては、保護者と学校との信頼関係の構築及び維持が不可欠の為、校長が当
	該信頼関係の構築、維持する見込みがないと判断した場合は、理事会と相談の上、当該保
	護者の児童生徒の入学は許可されない。
	10  「児童生徒が入学前または入学後に、負傷や疾患により医師の診断（心身の発達に関する診断を含
	む）を受け、学校生活において特別な配慮を必要とする場合は、速やかに学校へ報告すること。」
	第１５条　保護者及び児童・生徒の住所に変更があった時には、保護者は速やかに校長に届け出るものとする。
	第１６条　児童・生徒が病気、その他の理由により引き続き７日以上出席できない場合、保護者は速やかに校長に届け出るものとする。
	第１７条　児童・生徒が休学及び自主退学しようとする場合は、保護者は事前に校長に届け出るものとする。
	第１８条　学校は、暴力行為やいじめ及び授業妨害を含む学校運営を阻害する行為に対し、速やかに事実関係の調査を行い、学校の秩序を維持し他の園児・児童・生徒の教育を受ける権利を保障するために対処する。
	１　校長は、本校に在籍する園児・児童・生徒に対して、教師の指導があったにもかかわらず暴力行為やいじめ及び授業妨害に類する行為を繰り返し行った園児・児童・生徒に対して、その内容や程度に応じて別途定める懲戒処分を行うことができる。
	２　第14条9記載の学校と保護者との信頼関係が構築・維持が困難であり、なおかつ、学校運営に重大な支障があると校長が判断した場合、理事会と相談の上、その保護者の園児・児童・生徒は退学処分とされることがある。また、保護者がその言動において、教諭等に対し穏当では無い態度を示した場合の対処方法についても、別途定める。
	３．学校、児童・生徒、およびその保護者は、学校運営や教育活動に著しく支障をきたす問題を認めた場合には、理事会に報告し適切な対処を求めることができる。
	第五章　認定・修了及び卒業
	第１９条　教諭は別に定める基準に従い、児童・生徒の成績を評価、評定し、校長の承認を受け、学期ごとに通知する．
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